
Sports Induction Box 
№ MBB957/ MBB957X

MBB957Xは、K&Nフィルター付きです。

取 扱 説 明 書

適合車種： アクセラスポーツ(BMLFS)

この度は、オートエクゼ　スポーツインダクションボックスをお買い上げいただき誠にありがとうございます。本書は、当製品を車両に組付ける前に行う作業、
組付ける時の注意点が記載してあります。作業を行う前に必ずご一読いただき、お取付の際には本書に従って作業を進めていただくようお願いいたします。
また作業終了時には本書を必ずお客様にお渡しください。

PARTS  LIST

フィルターカバー ヒートプレートｘ1

装着手順

注）ボルト及びナットは緩み防止のため、必ずネジロック剤等を塗付して取付けてください。

M3ビスｘ14

M3ナットｘ14

ブラケットBｘ2

ブラケットAｘ2

アルミステーAｘ1
アルミステーBｘ1

33mm

エアーフローセンサーのカプラーを外し、エアー
ホースのバンドを緩めます。

フレッシュエアーダクト、エアークリーナーケース
を回転させて分解します。

エアークリーナーケースからマウンティングラバー
2個とクリップ2個を取外します。

エアークリーナーケースを取外した状態。

各面にヒートプレート、ブラケット、ステーを
取付けます。（M3ビス、M3ナット使用）

B面にブラケットB、ヒートプレートを取付けます。 C面にブラケットA、アルミステーBを取付けます。

エアークリーナーケースから外したクリップと
マウンティングラバーをステーに移設します。

組付けたフレッシュエアーダクトとフィルターカバー
を配置します。

エアークリーナーカバー手前側の爪をブラケット
Ａの穴に挿入しカバー閉めます。次にエアー
ホースを車両に復元します。

アルミステーBをフレッシュエアーダクトの溝に
差し込み、組付けます。

エアーフィルターを取付けします。

クリップが脱落しないようにプライヤー等で軽く
つぶします。

エアーホースごとエアクリーナーカバーを取外し、
エアーフィルターを取外します。

フレッシュエアーダクトとエアークリーナーケース
を取外します。

エアークリーナーカバーとフィルターカバー
をクリップ2か所を固定します。
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エアーフローセンサーのカプラーを取付け、
作業完了です。
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A面にアルミステーAをスペーサーを挟み取付けます。※ ブラケットの位置調整は、状況に応じてクリップに
     適度なテンションが掛かる位置で取付けします。

⑰

32mm

マウンティングラバーを差込む

D面にブラケットBを取付けます。

※この段階で一度フィルター、フィルターカバーを
   組付けて、クリップのテンションを確認してください。

21mm

クッションテープを
分割して貼付けます。

⑪

スペーサーｘ2
クッションテープｘ1

株式会社オートエクゼ
〒104-0054　東京都中央区勝どき4-6-1
TEL 03-3531-8151　FAX 03-3531-8152

警　告
●本書に記載する説明にしたがって装着を行ってください。本書に記載する以外で、当製品の取付け
    上やむを得ない場合を除き製品の加工・改造・分解および、車両の改造は絶対行わないでください。

●作業中に車が動き出さないように平坦な場所でパーキングブレーキ等をかけて確実に停車させて下さい。
    また、エンジンが完全に冷えてから作業を行ってください。

●純正部品の取外し・取付け作業は、マツダ㈱発行の整備書を参考に作業を行ってください。

●製品は、原則としてクレームには応じかねますので、あらかじめご了承ください。また、車体に改造が
    施されていたり、純正ではない部品が取付けられていたりした場合、または日常点検を怠ったために
    発生した事故などについては、弊社は一切の責任を負いません。

●適合車種欄に記載する車両以外には絶対に取付けをしないでください。

●当製品の通常の取付けに関しては、法律に定める自動車分解整備の項目に該当するものではあり
    ませんが、作業者の方は自動車整備を専門に３年以上経験をされている方、または当該経験者の
    監督下で作業が可能な方を原則とします。

ヒートプレートは仮留めの状態にします。

スペーサーを挟む

増し締め固定

フィルターカバーとフレッシュエアーダクトを組付け
後、ヒートプレートを増し締め固定します。


